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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ オクムラ ゲン 写真 

3.5×4.5cm 

氏 名 

 

奥村 玄 

 

派 遣 希 望 区 ■市内全域  □（                   区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は 

プランづくり等 
 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等  土地区画整理事業  市街地再開発事業 

防災まちづくり等  
横浜市の制度を活用した地震火災対策  防災マップの作成・活用 

多世代向け防災イベントの企画・運営  密集市街地の改善 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営  地域公共交通  ICT・WEBの活用 

その他（                           ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。 

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域まちづく

りプラン 

 

和歌山市 平成 23 年 

 

中心市街地活性化会議のコーディネート 

・和歌山市はまち全体がスポンジ状に衰退してい

た。活性化を図るために結成された「中心市街地再

生戦略市民会議」の活動を支援した。 

・活動による活性化と店舗の集中を図る地区を設

定した「将来ビジョン」および、事業の進め方を共

有するための「プロセスプラン」を作成。 
・市への提言としてとりまとめた。 

まち普請事業 

地域の活動拠

点づくり 

瀬谷区 

阿久和北地区 

平成 23 年 地域の見守り拠点づくり（平成 25 年 3 月竣工） 

・公園の管理施設として、地域の拠点機能も併せ持

ち、誰でもいつでも自由に使える画期的な企画。 

・計画づくりの支援として、活用ビジョンの創出、

先進事例見学のコーディネート、運営の仕組みづ

くり、現地でのシミュレーション、環境創造局の公

園部局との協議などを支援。 
・建築計画図書の作成支援。 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２  

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 

01240052
スタンプ

01240052
スタンプ

01240052
スタンプ



 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。（200 文字以内かつ９行以内） 

コミュニティ

支援 

旭北地区 平成 2９年 

〜平成 30 年 

 

「新あさひみらい塾」の対象地区、「中堀川プロム

ナード」において、活動に磨きをかける支援。 

・日頃から丁寧な管理をしてたが、さらに魅力的

な活動とし、仲間を増やしたいと「プロジェクト

Ｘ」と名付けて検討や調査、計画づくりを支援。 
・プロムナードのギャラリー化、沿道企業の協力
によるアクセスの向上などの支援。生き物とのふ
れあい水辺づくりへと活動の幅が広がった。 

まち普請事業 

地域の活動拠

点づくり 

青葉区 

 

平成29〜30 年 
地域住民による手づくりのローズガーデンのある

公園の利用活性化の拠点づくり（令和３年竣工） 

・地域全体の意向調査、公園と一体となる活用ア

イデアづくり、現地でワークショップ、運営体制

づくり、資金調達方法の検討などを支援。 

・周辺住民とのつながりづくり、子どもたちの参

加など、多くの住民と一緒に作る機運の醸成。 

自治会館の改

修プランづく

り 

瀬谷区 令和 2 年〜３年 
地域のみなさんが気軽に集まっている自治会館の

使い勝手を向上し、さらなる魅力アップを図った 

・急な階段を少しでも上り下りしやすくするため

に、勾配を緩くし手すりを設け、安全性を高めた 

・狭い台所を、お祭り等の際に調理しやすい広さ

と配置、スムースな動線などを工夫した 

・床を畳から板の間に変更するとともに、乳幼児

の遊びスペースとしてマット・コーナーを設けた 

まち普請事業 

地域の活動拠

点づくり 

戸塚区 令和 3 年〜4 年 
30 年以上の活動実績がある施設を、さらにイン

クルーシブな地域の広場として充実を目指した 

・車椅子でも気軽に訪れることができるようにス

ロープやトイレを改修 

・余暇活動支援や学習支援等に加え、新たにカフ

ェ事業をスタートした 

・しっくい壁塗りやウッドデッキづくりには地域

の方々の協力を得て、さらに絆が深まった 

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 



自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内） 

市民参加のまちづくりに携わり、地域計画・都市計画・中心市街地再生をはじめ、建築計画やランドス

ケープ計画、コミュニティ再生を通じた地域活性化など、多様な視点から地域づくりを支援してきました。 

計画策定に際しては、会議の手法として有効とされているワークショップを黎明期から導入し、参加の

プロセスを重視してきました。横浜市においては、市民参加による公園づくり、古民家再生、地域の公共

施設計画（集会所や居場所づくり）、都市デザイン、都市農業計画などにおいて実績があります。また、

NPO 法人日本冒険遊び場づくり協会の監事、（社福）世田谷ボランティア協会の評議員を務めた経験を活

かし、子どもの遊び場環境やユニバーサルデザインにも配慮してきました。 

 大切にしてきたのは、様々な計画策定や施設づくりを通じて、地域の課題を解決することです。そのた

めに、住民のみなさん一人ひとりの声に耳を傾けるとともに、より多くの方々がそれぞれの力を発揮でき

る地域づくりを応援したいと考えています。次の世代に何を伝えていくか、という長期的な視点も大切に

しながらまちづくりの支援を差し上げたいと考えています。 

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 


